
YAMAHA のデジタルミキシングコンソール TF３で

14ch/15sp を演奏できるようにしたデザインである。前述

の K451と K101と比べてスピーカ数が少なく制御する

フェーダ数も少なくなるが，アクースモニウムとして表現

力に欠けることはない。むしろ高い位置の壁面スピーカと

低い位置のスピーカとの高低差が立体的な演出をしやすく

している。音・音響を縦横無尽に移動，投射・投影・回転

させて表現できる。演奏家と聴衆はスピーカに囲まれた三

次元空間を共有し，アクースモニウムによる演出を共に体

感する。

中央に２つの環状を操作するフェーダが16あり，右側には

舞台上のスピーカのフェーダ，左横には距離感を演出する

スピーカのフェーダというように演奏しやすい並びにして

ある。

K123には小映画館のような7.1のサラウンドシステムが

すでに設置されている。7.1のシステムは SP#１～６，

SP#13（モノラル），SP#14（サブウーファ１組）の９つ

のスピーカで構成され，サブウーファ以外は天井に近い壁

面に備え付けてある。これらに加えて，演奏ブースを囲む

ように SP#７～12の６つのスピーカを環状に配置した。

図４：フェーダとスピーカの対応表 　　K123のアクースモニウム・デザイン

図６：システム構成図（K123）
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